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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の情報処理装置であって、
　特定のサービスを提供することが可能な第１のサービス提供元のサービスに関する情報
を予め登録している第２の情報処理装置からの要求を受信する受信手段と、
　前記要求の受信に応じて、ページデータを、前記第２の情報処理装置に対して送信する
送信手段と、を有し、
　前記送信されるページデータは、前記特定のサービスに対応するオブジェクトと、前記
特定のサービスに分類されるサービスを選択するためのリストを前記第２の情報処理装置
の表示部に表示させるための命令と、前記特定のサービスを提供可能な第２のサービス提
供元を識別するための識別情報と、を含み、
　前記第２の情報処理装置の表示部で表示される前記ページデータに従うページを介して
前記オブジェクトが選択された場合には、当該表示部で、前記第１のサービス提供元のサ
ービスに関する情報と、前記ページデータに含まれる識別情報とに基づき、前記第１のサ
ービス提供元のサービスと、前記第２の情報処理装置に未登録である前記第２のサービス
提供元のサービスと、からいずれかのサービスを選択するためのリストが更に表示される
　ことを特徴とする第１の情報処理装置。
【請求項２】
　前記特定のサービスとは、データの共有、またはデータの編集であることを特徴とする
請求項１に記載の第１の情報処理装置。
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【請求項３】
　前記ページデータに含まれる前記命令には、サービスの種類、及び、サービスが扱う対
象物のフォーマットを示す情報が含まれていることを特徴とする請求項１または２に記載
の第１の情報処理装置。
【請求項４】
　前記ページデータに含まれる識別情報は第２のサービス提供元のサービスに関する情報
であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の第１の情報処理装置。
【請求項５】
　前記ページデータに含まれる識別情報は第２のサービス提供元に関連する企業情報を示
し、
　該企業情報は前記第２の情報処理装置によるサービスの検索処理の際に利用されること
を特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の第１の情報処理装置。
【請求項６】
　第１の情報処理装置における制御方法であって、
　特定のサービスを提供することが可能な第１のサービス提供元のサービスに関する情報
を予め登録している第２の情報処理装置からの要求を受信する受信工程と、
　前記要求の受信に応じて、ページデータを、前記第２の情報処理装置に対して送信する
送信工程と、を有し、
　前記送信されるページデータは、前記特定のサービスに対応するオブジェクトと、前記
特定のサービスに分類されるサービスを選択するためのリストを前記第２の情報処理装置
の表示部に表示させるための命令と、前記特定のサービスを提供可能な第２のサービス提
供元を識別するための識別情報と、を含み、
　前記第２の情報処理装置の表示部で表示される前記ページデータに従うページを介して
前記オブジェクトが選択された場合には、当該表示部で、前記第１のサービス提供元のサ
ービスに関する情報と、前記ページデータに含まれる識別情報とに基づき、前記第１のサ
ービス提供元のサービスと、前記第２の情報処理装置に未登録である前記第２のサービス
提供元のサービスと、からいずれかのサービスを選択するためのリストが更に表示される
　ことを特徴とする制御方法。
【請求項７】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の各手段としてコンピュータを機能させるための
プログラム。
【請求項８】
　第１の情報処理装置及び第２の情報処理装置を含むシステムであって、
　前記第２の情報処理装置における、特定のサービスを提供することが可能な第１のサー
ビス提供元のサービスに関する情報が登録された際に、該サービスに関する情報を管理す
る管理手段と、
　前記第２の情報処理装置における、前記第１の情報処理装置に対して、要求を送信する
要求手段と、
　前記第１の情報処理装置における、前記第２の情報処理装置から、前記要求を受信する
受信手段と、
　前記第１の情報処理装置における、前記要求の受信に応じて、前記特定のサービスに対
応するオブジェクトと、前記特定のサービスに分類されるサービスを選択するためのリス
トを前記第２の情報処理装置の表示部に表示させるための命令と、前記特定のサービスを
提供可能な第２のサービス提供元を識別するための識別情報と、を含むページデータを、
前記第２の情報処理装置に対して送信する送信手段と、
　前記第２の情報処理装置における、前記第１の情報処理装置から、前記ページデータを
受信する受信手段と、
　前記第２の情報処理装置における、前記受信したページデータに従うページを前記第２
の情報処理装置の表示部に表示させる制御手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記ページを介して前記オブジェクトが選択された場合には、前記管
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理手段で管理された前記第１のサービス提供元のサービスに関する情報と、前記ページデ
ータに含まれる識別情報とに基づき、前記第１のサービス提供元のサービスと、前記第２
の情報処理装置に未登録である前記第２のサービス提供元のサービスと、からいずれかの
サービスを選択するためのリストを、前記表示部に、更に表示させる
ことを特徴とするシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サービスを提供する装置に関連する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、Ｗｅｂサイト間で処理を委譲する場合、機能を呼び出す側は、機能を提供する側
のＡＰＩ（アプリケーション・プログラミング・インターフェイス）やＲＥＳＴインター
フェイス等の機能の呼び出し方を、知っている必要があった。従って、異なるＷｅｂとの
連携を実現するためには、機能の呼び出し側は、それぞれの呼び出し規約に従って呼び出
し側の処理が必要になった。
【０００３】
　一方、専用のＡＰＩを用いずに任意のＷｅｂサービス（または、Ｗｅｂアプリケーショ
ン）と連携する仕組みも存在する。一例として、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ（ウェブインテ
ンツ）という仕組みが提案されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓの仕組みの中で、ある装置が別の装置にアクセスす
ると、その別の装置が推奨するサービスの情報がそのある装置で登録可能となる仕組みを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために本発明は、第１の情報処理装置であって、
　特定のサービスを提供することが可能な第１のサービス提供元のサービスに関する情報
を予め登録している第２の情報処理装置からの要求を受信する受信手段と、前記要求の受
信に応じて、ページデータを、前記第２の情報処理装置に対して送信する送信手段と、を
有し、
　前記送信されるページデータは、前記特定のサービスに対応するオブジェクトと、前記
特定のサービスに分類されるサービスを選択するためのリストを前記第２の情報処理装置
の表示部に表示させるための命令と、前記特定のサービスを提供可能な第２のサービス提
供元を識別するための識別情報と、を含み、前記第２の情報処理装置の表示部で表示され
る前記ページデータに従うページを介して前記オブジェクトが選択された場合には、当該
表示部で、前記第１のサービス提供元のサービスに関する情報と、前記ページデータに含
まれる識別情報とに基づき、前記第１のサービス提供元のサービスと、前記第２の情報処
理装置に未登録である前記第２のサービス提供元のサービスと、からいずれかのサービス
を選択するためのリストが更に表示されることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、上記目的を達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓの基本的なシステム構成を示す図である。
【図２】Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓの基本的な動作の概要を示したシーケンス図である。
【図３】Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓの登録用マークアップの一例を示す図である。
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【図４】Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓの基本的なＩｎｔｅｎｔ処理要求の一例を示した図であ
る。
【図５】本発明の実施例１におけるシステム構成図である。
【図６】ハードウェア構成を示す図である。
【図７】ソフトウェア構成を示す図である。
【図８】テーブル構成を示す図である。
【図９】本発明の実施例１における動作の概要を示したシーケンス図である。
【図１０】ＨＴＭＬ文書を作成するＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０の処理を
示す図である。
【図１１】Ｗｅｂブラウザー７５０が表示するＵＩの一例である。
【図１２】推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを登録するＷｅｂブラウザー７５０の処
理の一例を示す図である。
【図１３】推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを登録するＷｅｂブラウザー７５０の処
理の別の例を示す図である。
【図１４】推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを登録するＷｅｂブラウザー７５０の処
理の、さらに別の例を示す図である。
【図１５】本発明の実施例２におけるシステム構成図である。
【図１６】サービス検索サーバー１５５０のソフトウェア構成、および、管理するテーブ
ルの構成を示す図である。
【図１７】本発明の実施例２における動作の概要を示したシーケンス図である。
【図１８】本発明の実施例２におけるＩｎｔｅｎｔ処理要求の一例を示す図である。
【図１９】検索処理におけるコンピュータ１５３０およびサービス検索サーバー１５５０
の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について図面を用いて説明する。
【０００９】
　図１は、全体構成を示す図である。１０３は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを提供
するサービス提供元（例えば、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ）である。１０１は、Ｗｅ
ｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを利用することができるＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアン
トである。１０６は、ＵＡ（ユーザエージェント）のインストールされたコンピュータで
ある。なお、サービスとは、処理や機能と言い換えることもできる。
【００１０】
　ＳＮＳサイトの「いいね」「チェック」「シェア」といったソーシャルボタンをＷｅｂ
　Ｉｎｔｅｎｔｓの仕組みで例えると、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０３は、「いい
ね」などの投稿先サービスを提供するサーバ（例えば、フェースブック（商標）のサーバ
。）になる。Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１０１は、「いいね」ボタンを配置し
ているサイトである。また、コンピュータ１０６は、ユーザが各種入力を行うコンピュー
タである。
【００１１】
　Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１０１、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０３、
コンピュータ１０６は何れも汎用コンピュータ（ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＨＤＤ、表示
手段（例えば、ディスプレイ。）、入力手段（例えば、マウスやキーボード）、Ｎｅｔｗ
ｏｒｋインターフェース）の構成を有するものとする。しかしながら、後述のフローチャ
ート中の処理を実行できるものであれば、汎用コンピュータの構成を有していなくても良
い。例えば、スマートフォン、携帯電話、カメラ、プリンター、スキャナー、冷蔵庫、テ
レビなどの電子機器の構成を有していても良い。本明細書では、こうした電子機器を総称
して情報処理装置と称する。なお、汎用コンピュータの構成については周知であるが、図
６に図示している。なお、ある情報処理装置について述べている時にその情報処理装置自
身を示す場合、本情報処理装置と称することがある。
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【００１２】
　図２は、上記三つの装置の動作を説明するためのシーケンス図である。
【００１３】
　Ｓ２０１で、コンピュータ１０６は、ＵＲＬの入力をユーザーから受け付けると、その
ＵＲＬに対応するサーバ（ここでは、このサーバは、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０
３であるものとする）にアクセスする。
【００１４】
　Ｓ２０２では、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０３は、このサーバが提供するサービ
スを特定する情報（以下、サービスの情報と称する。）をコンピュータ１０６に登録させ
るための登録用マークアップを含むＨＴＭＬ（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａ
ｎｇｕａｇｅ）応答をコンピュータ１０６に返信する。
【００１５】
　図３の例を用いて、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０３からコンピュータ１０６に返
信されるＨＴＭＬ応答を説明する。＜ｉｎｔｅｎｔと、＞との間には、サービスの情報が
記載されている。ａｃｔｉｏｎは、サービスの種類を示し、ｔｙｐｅは、サービスが扱う
対象物のフォーマットを示している。ｈｒｅｆは、サービスの実行を希望する際の接続先
ＵＲＬ（即ち、サービス提供元を示す相対ＵＲＬ）を示し、ｔｉｔｌｅは、サービスのタ
イトルを示している。また、ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎは、サービスの表示形態を示す。こ
の例では、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０３が＊フォーマット（即ち、あらゆるフォ
ーマット）の画像を”ｓｈａｒｅ（共有）”できることを示している。なお、ｓｈａｒｅ
のことをｈｔｔｐ：／／ｗｅｂｉｎｔｅｎｔｓ．ｏｒｇ／ｓｈａｒｅと表現することもあ
る。また、接続先ＵＲＬは”ｓｈａｒｅ．ｈｔｍｌ”で、タイトルは”Ｓｈａｒｅ　ｉｍ
ａｇｅ　ｕｓｉｎｇ　ｅ－ｍａｉｌ”となっている。これにより、サービスのタイトル（
Ｓｈａｒｅ　ｉｍａｇｅ　ｕｓｉｎｇ　ｅ－ｍａｉｌ）はウィンドウ内に表示されること
となる。なお、接続先ＵＲＬの例として相対ＵＲＬ（ｓｈａｒｅ．ｈｔｍｌ）を挙げたが
、実際にはＵＲＬが一意に特定されるより長い文字列の絶対ＵＲＬとしても良い。あるい
は、相対ＵＲＬのままとして、ｂａｓｅ　ＵＲＩを合わせて含めても良い。この場合、相
対ＵＲＬとｂａｓｅ　ＵＲＩを組み合わせたものが絶対ＵＲＬとなる。本明細書では、こ
の後も含め、サービスが扱う対象は画像であるものとして説明を行うが、対象は、データ
であればよく、画像でなくても良い。例えば、音声データであっても良い。従って、本明
細書中の画像は、データと読み替え可能である。また、サービスのタイトルは、コンピュ
ータ１０６内では一意となっており（即ち、同じタイトルのサービスの情報が複数存在す
ることは無い。）、そういう意味で、サービスのタイトルは、サービスの種類や対象物の
フォーマット、あるいは、サービスの提供元を一意に示す情報であると言える。
【００１６】
　コンピュータ１０６はこの応答を受信すると、ＨＴＭＬ文書に対応する表示行う。具体
的には、ユーザーに対して、これらの情報（即ち、サービスの情報。）をコンピュータ１
０６内に登録するか否か確認するべく、そのタイトルと、そのタイトルに対応するサービ
スの情報（そのタイトルを持つサービスの情報）を登録するための「登録」ボタンの表示
を行う。ユーザーが「登録」ボタンを選択すると、コンピュータ１０６は、そのタイトル
を持つサービスの情報を記憶することになる。なお、本明細書では、説明の簡単のため、
この後の記載も含め、ボタンを例として説明を行うが、ユーザが選択するオブジェクトは
ボタンに限られない。例えば、ボタンの代わりに何かしらの写真オブジェクトや文字オブ
ジェクトでも良いし、チェックボックスのようなオブジェクトでも良いのは言うまでも無
い。従って、ボタンという記載は、この後の記載も含め、オブジェクトと読み替えて頂き
たい。
【００１７】
　Ｓ２０３で、コンピュータ１０６は、新たなＵＲＬの入力をユーザーから受け付け、こ
のＵＲＬに対応するクライアント（ここでは、このクライアントは、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎ
ｔｓクライアント１０１であるものとする。）にアクセスする。即ち、コンピュータ１０
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６は、そのＵＲＬに対応する、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１０１により提供さ
れるＷｅｂサイトにアクセスする。ここで仮にそのＷｅｂサイトに画像のサムネイルと「
共有」ボタン（その画像を共有するためのボタン。）が含まれているものとする。すると
、以下に示すＨＴＭＬ応答がＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１０１からコンピュー
タ１０６に送信されることになる（Ｓ２０４）。
【００１８】
　このＨＴＭＬ応答には、上記画像のサムネイル、共有ボタン、及び、その共有ボタンに
対応する二つの処理の実行命令が含まれており、図４は、この二つの処理の実行命令を示
しており、以下では、これら二つの処理の実行命令を総称してインテント処理要求と呼ぶ
。
【００１９】
　この二つの処理のうちの一つ目の処理は、新規のＩｎｔｅｎｔオブジェクトの作成と、
作成された新規のＩｎｔｅｎｔオブジェクトを引数としたｓｔａｒｔＡｃｔｉｖｅｔｙ（
）関数の実行となっている。この新規のＩｎｔｅｎｔオブジェクトには、ａｃｔｉｏｎ（
実行が期待されるサービスの種類）、　ｔｙｐｅ（そのサービスが扱う対象物のフォーマ
ット。）が含まれている。この関数をコンピュータ１０６が実行すると、コンピュータ１
０６は、以下の処理を実行することになる。即ち、自身に登録されているＷｅｂ　Ｉｎｔ
ｅｎｔｓサービスの情報の中から、新規のＩｎｔｅｎｔオブジェクトに含まれるａｃｔｉ
ｏｎ及びｔｙｐｅと同じａｃｔｉｏｎ及びｔｙｐｅを持つサービスの情報（以下、条件に
合ったサービスの情報と称する。）を検索し、抽出した（即ち、検索により見つかった）
サービスのタイトルを表示することになる。もちろん、この表示は、コンピュータ１０６
自身の表示手段で表示されることになる。なお、同じといっても、ｔｙｐｅについては完
全一致でなくても良い。もしあるサービスが新規のｉｎｔｅｎｔオブジェクトに含まれる
ｔｙｐｅにより特定されるフォーマットの対象物を扱うことができるのであれば、そのサ
ービスは、同じｔｙｐｅを持つサービスの情報として抽出されることになる。また、条件
に合った特定のサービスが複数存在する場合には、それら複数のサービスのタイトルが一
覧表示されることになる。
【００２０】
　二つ目の処理は、ｇｅｔＩｍａｇｅＦｒｏｍ（）関数の実行となっており、この関数を
コンピュータ１０６が実行すると、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１０１が持つデ
ータ（即ち、サービスの対象となるデータ。例えば、上記共有される画像。）をコンピュ
ータ１０６は所定のアドレス（．．．）から取得することになる。
【００２１】
　Ｓ２０５で、コンピュータ１０６が上記ＨＴＭＬ応答を受け取り、このＨＴＭＬ応答に
応じた画面（即ち、Ｗｅｂサイト）を表示する。この画面には、上述の通り、画像のサム
ネイルと「共有」ボタンが含まれている。ユーザがこの画面を見て「共有」ボタンの選択
を行うと、上述した二つの処理が行われる。即ち、条件に合った特定のサービスのタイト
ルの表示（Ｓ２０５）及び、その特定のサービスの対象物たるデータの取得（Ｓ２０６）
が行われる。
【００２２】
　その後、ユーザがコンピュータ１０６上でタイトルを一つ選択すると、コンピュータ１
０６は、そのタイトルにより特定されるサービスのＵＲＬへアクセスすることになる（Ｓ
２０７）。例えば、一覧表示されたタイトルから、もし仮にＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサー
バ１０３が提供するサービスを示すタイトルが選択されると、コンピュータ１０６は、Ｗ
ｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０３へアクセスする。具体的には、コンピュータ１０６は
、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求（または、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求のうちの上記一つ目の処理の実
行命令だけを記載した部分。言い換えると、二つ目の処理の実行命令であるデータ取得命
令を覗いた部分）と、取得した画像をＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０３へ転送するこ
とによって、このアクセスを行う。
【００２３】
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　Ｓ２０８で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０３は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求からＩｎ
ｔｅｎｔオブジェクトを取り出し、そのＩｎｔｅｎｔオブジェクトに対応するサービスを
提供する。即ち、Ｉｎｔｅｎｔオブジェクトに対応する処理を、上記データに対して実行
することになる。なお、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求からＩｎｔｅｎｔオブジェクトを取り出し
、当該Ｉｎｔｅｎｔオブジェクトに対応するサービスを提供することを、以降ではＩｎｔ
ｅｎｔを処理すると記載する。なお、Ｉｎｔｅｎｔオブジェクトに対応する処理を、上記
データに対して行うにあたって、コンピュータ１０６との間で何度かやり取りが発生して
も良いのは言うまでもない。
【００２４】
　Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ１０３はＩｎｔｅｎｔの処理が終了すると、Ｓ２０９で
、その処理結果をコンピュータ１０６に送信する。
【００２５】
　処理結果を受信すると、コンピュータ１０６は、Ｓ２１０で、ｓｔａｒｔＡｃｔｉｖｅ
ｔｙ（）関数の引数で指定されたコールバック関数ｏｎＳｕｃｃｅｓｓ（）を呼び出し、
実行する。そして、その実行結果をＳ２１１で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１
０１へ送信する。すると、その実行結果を受信した旨がＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライア
ント１０１からコンピュータ１０６へと送信されることになる。
【００２６】
　以上の処理により、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービス１０３が提供するＷｅｂ　Ｉｎｔ
ｅｎｔｓのサービス（この例では、画像の「共有」）が実行されることになる。
【００２７】
　ただし、上述の通り、サービスの対象物が画像である必要は無い。また、サービスの内
容が共有である必要も無く、サービスの内容は、サービスの対象物に対する何らかの処理
であれば良い。
【００２８】
　図５は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスのより詳細なシステム構成を示す図である。
本システムは、コンピュータ５３０（コンピュータ１０６に対応）と、１台以上のＷｅｂ
　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０（Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１０１に対
応。）、および、１台以上のＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５２０（Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅ
ｎｔｓサーバ１０３に対応）により構成される。コンピュータ５３０と、Ｗｅｂ　Ｉｎｔ
ｅｎｔｓクライアント５１０及びＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバ５２０との間には、Ｆｉ
ｒｅｗａｌｌ５４０が存在する。
【００２９】
　図７（Ａ）は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０のソフトウェア構成を示す
図である。Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０において、Ｗｅｂアプリケーショ
ン７００、通信部７０１、データベースサービス部７０６は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓク
ライアント５１０のＨＤＤ６０６に保存されたファイルとして存在する。これらは、ＯＳ
やその各処理部を利用する他の処理部によってＲＡＭ６０２にロードされ実行されるソフ
トウェアモジュール（即ち、プログラム）である。Ｗｅｂアプリケーション７００は、例
えば画像データの保管などのストレージサービスを提供するプログラムである。Ｗｅｂア
プリケーション７００は、ＨＴＴＰ（ＨｙｐｅｒＴｅｘｔ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）リクエストに応答して処理を実行するプログラムである。Ｗｅｂアプリケーシ
ョン７００は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求作成部７０２、プレゼンテーション部７０３、推奨
サービス管理部７０４、および、画像管理部７０５で構成される。Ｉｎｔｅｎｔ処理要求
作成部７０２は、Ｉｎｔｅｎｔの処理要求（ＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ）を作成するプログラ
ムである。プレゼンテーション部７０３は、通信部７０１を介して受け取ったページ取得
要求などに応じてＨＴＭＬ文書を作成するプログラムである。推奨サービス管理部７０４
は、データベースサービス部７０６から、登録や利用を推奨するＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ
サービス（以降では推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスと記載する。）の情報を取得す
るプログラムである。画像管理部７０５は、データベースサービス部７０６から画像デー
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タを取得したり、格納したりするプログラムである。通信部７０１は、外部機器からのＨ
ＴＴＰリクエストメッセージを受信しプレゼンテーション部７０３にリクエストの内容を
通知するプログラムである。また、通信部７０１は、ＨＴＴＰのレスポンスメッセージを
外部機器に送信することもできる。データベースサービス部７０６は、データを管理し、
他の処理部からの要求に応じてデータの格納と取り出しを行うプログラムである。データ
ベースサービス管理部７０６では、後述の推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル
８０１と画像データ管理テーブル８０２を管理する。また、データベースサービス管理部
７０６は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０とは別の機器上にあってもよい。
【００３０】
　図７（Ｂ）は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５２０のソフトウェア（処理部）の構
成の一例を示す図である。Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５２０において、Ｗｅｂアプ
リケーション７３０および通信部７３１、及び、画像データ格納部７３５は、Ｗｅｂ　Ｉ
ｎｔｅｎｔｓサーバー５２０のＨＤＤ６０６に保存されたファイルとして存在する。これ
らは、ＯＳやその各処理部を利用する他の処理部によってＲＡＭ６０２にロードされ実行
されるプログラムである。Ｗｅｂアプリケーション７３０は、画像データの保管などのス
トレージサービスを提供するプログラムである。また、Ｗｅｂアプリケーション７３０は
、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを提供する（即ち、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ処理を実
行する）プログラムである。さらにＷｅｂアプリケーション７３０は、ＨＴＴＰリクエス
トに応答して処理を実行することも可能となっている。Ｗｅｂアプリケーション７３０は
、Ｉｎｔｅｎｔ処理部７３２、プレゼンテーション部７３３、画像管理部７３４で構成さ
れる。Ｉｎｔｅｎｔ処理部７３２は、Ｉｎｔｅｎｔオブジェクトを解析し、処理するプロ
グラムである。プレゼンテーション部７３３は、通信部７３１を介して受け取ったページ
取得要求（即ち、ＨＴＭＬ文書取得要求）などに応じてＨＴＭＬ文書を作成するプログラ
ムである。画像管理部７３４は、他の処理部からの要求に応じて画像データ格納部７３５
から画像データを取得したり、格納したりするプログラムである。画像データ格納部７３
５は、データを管理し、画像管理部７３４からの要求に応じてデータの格納と取り出しを
行う。通信部７３１は、外部機器からのＨＴＴＰリクエストメッセージを受信しプレゼン
テーション部７３３にリクエストの内容を通知するプログラムである。また、通信部７３
１は、プレゼンテーション部７３３からの要求を受けてＨＴＴＰのレスポンスメッセージ
を外部機器に送信する。画像データ格納部７３５では、後述の画像データ管理テーブル８
０３を管理する。また、画像データ格納部７３５は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５
２０とは別の機器上にあってもよい。
【００３１】
　図７（Ｃ）は、コンピュータ５３０のソフトウェア（処理部）の構成の一例を示す図で
ある。コンピュータ５３０において、Ｗｅｂブラウザー７５０および通信部７５４、登録
済サービス格納部７５５は、コンピュータ５３０のＨＤＤ６０６に保存されたファイルと
して存在する。これらは、ＯＳやその各処理部を利用する他の処理部によってＲＡＭ６０
２にロードされ実行されるプログラムである。Ｗｅｂブラウザー７５０は、表示部７５２
、解析部７５３、および、サービス管理部７５４で構成される。表示部７５２は、ＨＴＭ
Ｌ文書をレンダリングするプログラムである。また、他の処理部の要求に応じて、Ｗｅｂ
　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの選択を受け付ける画面を表示することも可能となっている。
なお、この文においてもまた以降の文においても、表示部が表示するというのは、表示部
が表示手段に表示させるという意味である。解析部７５３は、ＨＴＭＬ文書を解析するプ
ログラムである。また、解析部７５３は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求であるＥＣＭＡＳｃｒｉ
ｐｔも解析できる。サービス管理部７５４は、後述の登録済サービス格納部７５５から登
録済みのＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを特定する情報を取得したり、格納したりする
プログラムである。通信部７５１は、他の処理部からの要求を受けてＨＴＴＰのリクエス
トメッセージを外部機器に送信するプログラムである。また、通信部７５１は、外部機器
からのＨＴＴＰレスポンスメッセージを受信し、解析部７５３にレスポンスの内容を通知
することもできる。登録済サービス格納部７５５は、データを管理し、サービス管理部７
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５４からの要求に応じてデータの格納と取り出しを行う。登録済サービス格納部７５５は
、後述の登録済Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０４を管理する。
【００３２】
　図８（Ａ）は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０のデータベースサービス部
７０６が管理するテーブル構成の一例である。なお、図８（Ａ）のテーブル構成は一例で
あり、本例とは異なるテーブル構成であってもよい。データベースサービス部７０６は、
推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０１と画像データ管理テーブル８０２を
有する。推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０１は、Ｗｅｂアプリケーショ
ン７００が利用又は登録を推奨するＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関する情報を管理
するテーブルである。尚、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０１には、予
め、情報が登録されているものとする。例えば、Ｗｅｂアプリケーション７００を開発し
た企業の開発者や販売担当者などが、同じ企業が開発したＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービ
スの情報を推奨するために事前にそうした情報を登録しておくものとする。推奨Ｗｅｂ　
Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０１内の情報は、ＳｅｒｖｉｃｅＩＤ、ａｃｔｉｏｎ
、ｔｙｐｅ、ｈｒｅｆ、ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ、ｂａｓｅＵＲＩ等が含まれる。これは
図３で説明した登録用マークアップが示す情報とほぼ同様の情報であり、Ｗｅｂ　Ｉｎｔ
ｅｎｔｓサービスを特定する情報となっている。
【００３３】
　ＳｅｒｖｉｃｅＩＤは、Ｗｅｂアプリケーション７００内でＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサ
ービスを一意に識別するＩＤである。ａｃｔｉｏｎはサービスの種類を示す情報であり、
ｔｙｐｅは、サービスの扱う対象物のフォーマットを示している。ｈｒｅｆは、Ｗｅｂ　
Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの相対ＵＲＬを示し、ｔｉｔｌｅはＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサー
ビスのタイトルを示している。また、ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎはＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ
サービスの表示形態を示す。図３で説明した登録用マークアップが示す情報と異なる情報
としてｂａｓｅＵＲＩがある。ｂａｓｅＵＲＩは、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの基
準となるＵＲＬを示す。つまりＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの絶対ＵＲＬは、ｂａｓ
ｅＵＲＩとｈｒｅｆを合わせたものとなる。１つ目のレコードを例にすると、サービスの
絶対ＵＲＬは、ｈｔｔｐ：／／ａａａ．ｃｏｍ／ａａａ＿ｓｈａｒｅ．ｈｔｍｌとなる。
尚、本実施例では、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの絶対ＵＲＬをｂａｓｅＵＲＩとｈ
ｒｅｆに分けているが、もちろんｈｒｅｆにＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの絶対ＵＲ
Ｌを格納するようにしてもよい。テーブル８０１に格納されている以上の情報（ａｃｔｉ
ｏｎ、ｔｙｐｅ、ｈｒｅｆ、ｔｉｔｌｅ、ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ、ｂａｓｅ　ＵＲＩ）
を総称して、推奨サービスの情報と称する。
【００３４】
　画像データ管理テーブル８０２は、Ｗｅｂアプリケーション７００が扱う画像データを
管理するテーブルである。画像データ管理テーブル８０２が管理する情報は、Ｉｍａｇｅ
ＩＤ、Ｆｉｌｅ等である。ＩｍａｇｅＩＤはＷｅｂアプリケーション７００内で画像デー
タを一意に識別するためのＩＤである。Ｆｉｌｅは、画像データのファイル名を表してい
る。つまり、画像データ管理テーブル８０２の例では、ｉｍａｇｅ００１．ｊｐｇとｉｍ
ａｇｅ００２．ｊｐｇの２つの画像データのファイルを管理していることになる。
【００３５】
　図８（Ｂ）は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５２０の画像データ格納部７３５が管
理するテーブル構成の一例である。なお、図８（Ｂ）のテーブル構成は一例であり、本例
とは異なるテーブル構成であってもよい。画像データ管理テーブル８０３は、Ｗｅｂアプ
リケーション８０３が扱う画像データを管理するテーブルである。画像データ管理テーブ
ル８０３が管理する情報は、ＩｍａｇｅＩＤ、Ｆｉｌｅ等である。ＩｍａｇｅＩＤはＷｅ
ｂアプリケーション７３０内で画像データを一意に識別するためのＩＤである。Ｆｉｌｅ
は、画像データのファイル名を表している。つまり、画像データ管理テーブル８０３の例
では、ｉｍａｇｅ１２５．ｊｐｇとｉｍａｇｅ４３５．ｊｐｇの２つの画像データのファ
イルを管理していることになる。
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【００３６】
　図８（Ｃ）は、コンピュータ５３０の登録済サービス格納部７５５が管理するテーブル
構成の一例である。なお、図８（Ｃ）のテーブル構成は一例であり、本例とは異なるテー
ブル構成であってもよい。登録済Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０４には、
Ｗｅｂブラウザー７５０が仲介することができるＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを特定
する情報が登録されている。具体的には、ＳｅｒｖｉｃｅＩＤ、ａｃｔｉｏｎ、ｔｙｐｅ
、ｈｒｅｆ、ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ、ｂａｓｅＵＲＩ等が登録されている。Ｓｅｒｖｉ
ｃｅＩＤは、Ｗｅｂブラウザー７５０内でサービスを一意に識別するためのＩＤである。
ａｃｔｉｏｎはサービスの種類を示す情報であり、ｔｙｐｅはサービスの対象を示してい
る。ｈｒｅｆはＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの相対ＵＲＬを示し、ｔｉｔｌｅはＷｅ
ｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスのタイトルを示している。また、ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎは
Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの表示形態を示す。ｂａｓｅＵＲＩはＷｅｂ　Ｉｎｔｅ
ｎｔｓサービスの基準となるＵＲＬを示す。つまり、登録済Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサー
ビステーブル８０４を例にすると、Ｗｅｂブラウザー７５０は、ｈｔｔｐ：／／ｃｃｃ．
ｃｏｍ／ｃｄｂ．ｈｔｍｌにＩｎｔｅｎｔの処理要求を仲介可能であることが分かる。な
お、テーブル８０４に格納されている以上の情報（ａｃｔｉｏｎ、ｔｙｐｅ、ｈｒｅｆ、
ｔｉｔｌｅ、ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ、ｂａｓｅ　ＵＲＩ）を総称して、登録済サービス
の情報と称する。
【００３７】
　以下、図９のシーケンス図を用いて、コンピュータ５３０がＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓク
ライアント５１０にアクセスして、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５２０にＩｎｔｅｎ
ｔの処理要求を仲介する動作について説明する。
【００３８】
　まず、コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０が、アドレスバーなどにＷｅｂア
プリケーション７３０のＵＲＬ（例えば、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｂｃ．ｃｏｍ／ｉｍ
ａｇｅ／ｈｔｍｌ。）を入力する等のユーザー操作を受け付けることで、以降の処理は開
始する。
【００３９】
　Ｓ９０１で、Ｗｅｂブラウザー７５０は、通信部７０１を介してＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔ
ｓクライアント５１０にアクセスする（具体的には、ＨＴＴＰのリクエストメッセージを
送信する）。このリクエストメッセージには、入力されたＵＲＬに対応するページ（ＨＴ
ＭＬ文書）を送信して欲しい旨の要求が含まれている。
【００４０】
　Ｓ９０２で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０のＷｅｂアプリケーション７
００は、通信部７０１を介してページ送信要求を受信し、入力されたＵＲＬに対応するペ
ージの作成を行う。
【００４１】
　ここで、図１０を用いて、Ｗｅｂアプリケーション７００がこのページを作成するＳ９
０２の処理について詳細に説明する。
【００４２】
　図１０（Ａ）は、ページ送信要求を受信した際のＷｅｂアプリケーション７００の動作
を記載したフローチャートである。
【００４３】
　Ｓ１００１で、プレゼンテーション部７０３は、通信部７０１を介してページ要求を受
信したかを監視する。ページ送信要求を受信した場合は、Ｓ１００２に遷移する。ページ
要求を受信しない間、監視を続ける。
【００４４】
　Ｓ１００２で、推奨サービス管理部７０４は、データベースサービス部７０６の推奨Ｗ
ｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０１から、推奨サービスの情報を取得し、Ｓ１
００３に遷移する。
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【００４５】
　Ｓ１００３で、プレゼンテーション部７０３は、Ｓ１００２で推奨サービスの情報が取
得できたかを判断する。１つ以上取得できた場合は、Ｓ１００４に遷移する。１つも取得
できなかった場合は、Ｓ１００６に遷移する。
【００４６】
　Ｓ１００４で、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求作成部７０２は、Ｉｎｔｅｎｔの処理要求（ＥＣ
ＭＡＳｃｒｉｐｔ）を作成する。ここで、この処理要求の一例を、図１０（Ｂ）を用いて
説明する。なお、図１０（Ｂ）はあくまで一例であり、Ｗｅｂブラウザー７５０が解釈で
きれば、他の形式、表記でよい。ＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ１０５０は、図４のインテント処
理要求とほぼ同じ形態を持つため、異なる点のみ説明する。１０５１はｅｘｔｒａであり
、その内部には、推奨サービスを特定する情報１０５２が含まれている。この推奨サービ
スの情報１０５２には、ｒｅｃｏｍＡｃｔｉｏｎ、ｒｅｃｏｍＴｙｐｅ、ｒｅｃｏｍＴｉ
ｔｌｅ、ｒｅｃｏｍＨｒｅｆ、ｒｅｃｏｍＤｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ、ｒｅｃｏｍＢａｓｅ
ＵＲＩが含まれいる。これらの情報は、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル　
８０１から取得した情報となっている。図１０（Ｂ）におけるＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ１０
５０には、ａｃｔｉｏｎがｓｈａｒｅであり、ｔｙｐｅがｉｍａｇｅ／ｊｐｅｇであるサ
ービスＩＤ（即ち、サービスＩＤ：１と、サービスＩＤ：３）に対応する推奨サービスの
情報が含まれている。
【００４７】
　Ｓ１００５で、プレゼンテーション部７０３は、Ｓ１００４または後述のＳ１００６で
作成したＩｎｔｅｎｔ処理要求（ＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ）を含んだＨＴＭＬ文書を作成す
る。なお、このＨＴＭＬ文書には、そうしたＩｎｔｅｎｔ処理要求の他、後述の１１００
－１１０６の情報（例えば、画像のサムネイルや、共有ボタン）が含まれることになる。
【００４８】
　Ｓ１００６では、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求作成部７０２は、推奨サービスを特定する情報
を含まないＩｎｔｅｎｔ処理要求（ＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ）を作成し、Ｓ１００５に遷移
する。こちらのＩｎｔｅｎｔ処理要求は、図４のＩｎｔｅｎｔ処理要求と同じ形態となる
。
【００４９】
　以上が、Ｓ９０２のページ作成の処理の流れである。
【００５０】
　Ｓ９０３で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０のＷｅｂアプリケーション７
００は、Ｓ９０２で作成したページ（ＨＴＭＬ文書やＨＴＭＬ応答とも称する。）を通信
部７０１を介してＨＴＴＰのレスポンスメッセージとして送信する。
【００５１】
　Ｓ９０４で、コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０の表示部７５２は、通信部
７５１を介してＨＴＭＬ文書を受信し、当該受信したＨＴＭＬ文書に対応する表示を行う
。より具体的には、解析部７５３がＨＴＭＬ文書を解析し、その解析結果の表示を表示部
７５２が表示手段に対して行う。
【００５２】
　ここで、その表示手段に表示されるＵＩの一例について、図１１を用いて説明する。
【００５３】
　１１０１、１１０２は、画像を選択するためのラジオボタンである。ラジオボタン１１
０１は、ｉｍａｇｅ００１．ｊｐｇを選択するためのラジオボタンである。ラジオボタン
１１０２は、ｉｍａｇｅ００２．ｊｐｇを選択するためのラジオボタンである。１１０３
、１１０４は画像のサムネイルである。サムネイル１１０３は、ｉｍａｇｅ００１．ｊｐ
ｇの画像データをサムネイル表示したものである。サムネイル１１０４は、ｉｍａｇｅ０
０２．ｊｐｇの画像データをサムネイル表示したものである。ボタン１１０５は、Ｗｅｂ
　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを提供するサーバに、ラジオボタンで選択されているサムネイ
ルに対応する本来の画像データを提供し、共有させるためのボタンである。尚、本例では
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、このボタン１１０５には、ＨＴＭＬ文書内のＩＤ「ｓｈａｒｅ―ｐｈｏｔｏ」が割り当
てられているものとする。即ち、ＨＴＭＬ文書内のＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ１０５０が割り
当てられているものとする。なお、ボタン１１０６は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービス
を提供するサーバに、ラジオボタンで選択されているサムネイルに対応する本来の画像デ
ータを提供し、編集させるためのボタンである。また、この表示画面で表示される画像は
、サービスの対象となる画像のサムネイルであるものとして説明を行ったが、必ずしもサ
ムネイルでなくても良い。例えば、サービスの対象物となるデータ自体であっても良い。
この場合、Ｓ９０６、Ｓ９０７、Ｓ９０８に示されるサービスの対象物（即ち、データ）
の取得は省略しても良い。
【００５４】
　以上が、Ｓ９０４で表示するＵＩの一例の説明である。図９の説明に戻る。ユーザーに
より、ボタン１１０５が押下されたことを検知すると、Ｓ９０５に遷移する。
【００５５】
　Ｓ９０５で、Ｗｅｂブラウザー７５０の解析部７５３は、ＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ１０５
０を解析し、実行を開始する。
【００５６】
　Ｓ９０６で、Ｗｅｂブラウザー７５０の解析部７５３は、通信部７５１を介して、Ｗｅ
ｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０に対して、画像の取得要求をＨＴＴＰリクエスト
メッセージとして送信する。尚、これはＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ１０５０内のｇｅｔＩｍａ
ｇｅＦｒｏｍ（）関数を実行することで実現しており、例えば、ＵＩ１１００でラジオボ
タン１１０１が選択されていれば、ｉｍａｇｅ００１．ｊｐｇの取得要求を行う。
【００５７】
　Ｓ９０７で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０の画像管理部７０５は、その
取得要求を通信部７０１を介して受信する。受信すると、画像管理部７０５は、データベ
ースサービス部７０６の画像データ管理テーブル８０２から、その取得要求で指定された
画像データを取得する。例えば、画像データの取得要求で指定された画像データのファイ
ル名がｉｍａｇｅ００１．ｊｐｇであれば、画像データ管理テーブル８０２の最初のレコ
ードの画像データを取得する。
【００５８】
　Ｓ９０８で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０のプレゼンテーション部７０
３は、通信部７０１を介して、Ｓ９０７で取得した画像データをＨＴＴＰレスポンスメッ
セージとして、コンピュータ５３０に送信する。
【００５９】
　Ｓ９０９で、コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔ
ｓサービスの登録処理を行う。
【００６０】
　ここで、図１２を用いて、Ｓ９０９のＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの登録処理の一
例を説明する。図１２（Ａ）は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの登録処理におけるＷ
ｅｂブラウザー７５０の動作を示したフローチャートである。
【００６１】
　Ｓ１２０１では以下の処理が行われる。まず、サービス管理部７５４は、登録済Ｗｅｂ
　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０４から、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求で指定されたａｃ
ｔｉｏｎとｔｙｐｅと同じａｃｔｉｏｎとｔｙｐｅを持つＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービ
スの情報を取得する。例えば、このＩｎｔｅｎｔｓ処理要求がＩｎｔｅｎｔ処理要求１０
５０である場合は、ａｃｔｉｏｎがｓｈａｒｅであり、ｔｙｐｅがｉｍａｇｅ／ｊｐｅｇ
である。よって、登録済Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０４におけるサービ
スＩＤ１に対応するサービスの情報を取得することになる。なお、上述の通り、ｔｙｐｅ
については完全一致でなくても良い。次に解析部７５３は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求に含ま
れる、推奨サービスの情報を取得する。表示部７５２は、前記サービス管理部７５４が取
得した登録済Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの情報と、解析部７５３が取得した推奨サ
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ービスの情報とを表示手段に表示させる。尚、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求に、推奨サービスの
情報がなかった場合は、登録済Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスのみを表示する。
【００６２】
　ここで、Ｓ１２０１においてＷｅｂブラウザー７５０の表示部７５２が表示するＵＩの
一例について図１２（Ｂ）を用いて説明する。ＵＩ１２５０は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求が
１０５０の場合に表示されるＵＩである。領域１２５１は、Ｗｅｂブラウザー７５０に登
録済みのＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの情報を示す領域である。領域１２５１内のボ
タンは、Ｉｎｔｅｎｔの処理をＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバに実行させるためのボタン
である。領域１２５２は、Ｗｅｂブラウザー７５０に未登録の、推奨サービスのタイトル
を示す領域である。このサービスのタイトルは、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求１０５０のｅｘｔ
ｒａ１０５１内部に記載されていた推奨サービスのタイトルとなっている。領域１２５２
内のボタンは、Ｗｅｂブラウザー７５０に推奨サービスの情報を、登録済Ｗｅｂ　Ｉｎｔ
ｅｎｔｓサービステーブル８０４に登録させるためのボタンである。以上が、Ｓ１２０１
で表示するサービス選択画面の一例の説明である。
【００６３】
　Ｓ１２０２で、表示部７５２はボタンが押下されたかを監視する。ボタンが押下された
場合は、Ｓ１２０３に遷移する。ボタンが押下されていない間、監視を続ける。
【００６４】
　Ｓ１２０３で、表示部７５２は、押下されたボタンがＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービス
を実行させるためのボタンであるか、Ｗｅｂブラウザー７５０にＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ
サービスの情報を登録させるためのボタンであるかを判断する。実行させるためのボタン
であった場合はフローチャートの処理は終了し、Ｓ９１０に遷移する。登録させるための
ボタンであった場合は、Ｓ１２０４に遷移する。
【００６５】
　Ｓ１２０４で、サービス管理部７５４は、表示部７５４の要求を受けて、押下されたボ
タンに対応する推奨サービスの情報を、登録済サービス格納部７５５の登録済Ｗｅｂ　Ｉ
ｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０４に登録する。そして、Ｓ１２０１に遷移する。尚、
遷移したＳ１２０１で表示されるサービス選択画面では、Ｓ１２０４で登録された推奨サ
ービスのタイトルは、領域１２５１に表示され、実行可能となる。
【００６６】
　図１３は、Ｓ９０９のＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの登録処理の別の例である。図
１２では、推奨サービスの情報のうちのユーザの選択したサービスの情報を登録する例を
説明したが、図１３では自動的に登録する例について説明する。
【００６７】
　図１３（Ａ）は推奨サービスの情報を自動的に登録する際のＷｅｂブラウザー７５０の
動作を示したフローチャートである。
【００６８】
　Ｓ１３０１で、解析部７５３は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求に推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ
サービスの情報が含まれているかを判断する。含まれている場合は、Ｓ１３０２に遷移す
る。含まれていない場合は、Ｓ１３０３に遷移する。
【００６９】
　Ｓ１３０２で、サービス管理部７５４は、解析部７５３の要求を受けて、Ｉｎｔｅｎｔ
処理要求に含まれる推奨サービスの情報を、登録済サービス格納部７５５の登録済Ｗｅｂ
　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０４に登録する。そして、Ｓ１３０３に遷移する。
Ｉｎｔｅｎｔ処理要求１０５０であった場合、タイトルが「ａａａ　Ｓｈａｒｅ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ」、「ｂｂｂ　Ｓｈａｒｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」である２つのＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎ
ｔｓサービスを特定する情報を登録する。
【００７０】
　Ｓ１３０３で、表示部７５２は、サービス選択画面を表示する。
【００７１】
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　ここで、図１３（Ｂ）を用いてＳ１３０３表示するサービス選択画面の一例を説明する
。ＵＩ１３５０は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求が１０５０の場合に表示されるＵＩである。領
域１３５１内のボタンは、Ｉｎｔｅｎｔの処理を実行させるためのボタンである。領域１
３５１は、Ｗｅｂブラウザー７５０に登録済みのＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスのタイ
トルを示す。Ｓ１３０２の処理で推奨サービスの情報が登録済みであるため、推奨サービ
スのタイトルも領域１３５１に表示されており、実行可能となっている。
【００７２】
　Ｓ１３０４で、表示部７５２は、サービス選択画面のボタンが押下されたかを監視する
。ボタンが押下された場合は、フローチャートの処理を終了し、Ｓ９１０に遷移する。ボ
タンが押下されていない間、監視を続ける。以上のように、推奨サービスの情報を自動的
に登録することにより、ユーザーの手間を軽減することができる。
【００７３】
　図１４は、Ｓ９０９の推奨サービスの情報の登録処理におけるさらに別の例である。図
１３では、推奨サービスの情報を自動的に登録する例を説明したが、図１４では、推奨サ
ービスの情報のうちのユーザーにより選択されたサービスの情報のみを登録する他の例に
ついて説明する。
【００７４】
　図１４（Ａ）は、ユーザーにより選択されたサービスの情報のみを登録する際のＷｅｂ
ブラウザー７５０の動作を示したフローチャートである。
【００７５】
　Ｓ１４０１で、表示部７５２はサービス選択画面を表示し、Ｓ１４０２に遷移する。
【００７６】
　ここで、図１４（Ｂ）を用いてＳ１４０１で表示するサービス選択画面の一例を説明す
る。ＵＩ１４５０は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求が１０５０の場合に表示されるＵＩである。
領域１４５１には、Ｗｅｂブラウザー７５０に登録済みのサービスの情報と未登録の推奨
サービスの情報が並べて表示されている。領域１４５１内のボタンは、Ｉｎｔｅｎｔの処
理を実行させるためのボタンである。
【００７７】
　Ｓ１４０２で、表示部７５２は、サービス選択画面のボタンが押下されたかを監視する
。ボタンが押下された場合は、Ｓ１４０３に遷移する。ボタンが押下されていない間、監
視を続ける。
【００７８】
　Ｓ１４０３で、サービス管理部７５４は、押下されたボタンに対応するＷｅｂ　Ｉｎｔ
ｅｎｔｓサービスの情報が登録済であるかを判断する。登録済である場合は、フローチャ
ートの処理を終了し、Ｓ９１０に遷移する。登録済でない場合は、Ｓ１４０４に遷移する
。
【００７９】
　Ｓ１４０４で、サービス管理部７５４は、押下されたボタンに対応するサービスの情報
を、登録済サービス格納部７５５の登録済Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル８０
４に登録する。そして、フローチャートの処理を終了し、Ｓ９１０に遷移する。例えば、
ＵＩ１４５０で押下されたボタンが、「ＡＡＡ　Ｓｈａｒｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」である場
合は、タイトルが「ＡＡＡ　Ｓｈａｒｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ」である推奨サービスの情報を
登録する。以上のように、ユーザー操作により実行を受け付けた推奨サービスの情報のみ
を登録することができる。
【００８０】
　以上までが、Ｓ９０９の処理に関する説明である。図９の説明に戻る。
【００８１】
　Ｓ９１０で、コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、Ｓ９０９で選択された
Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスへ要求を送信する。本例では、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｔｎｔ
ｓサーバー５２０のＷｅｂアプリケーション７３０に対してこの要求を送信する。その際
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、コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、この要求に、ＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ
１０５０におけるＩｎｔｅｎｔオブジェクトの内容を含める。
【００８２】
　Ｓ９１１で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５２０のＷｅｂアプリケーション７３０
のＩｎｔｅｎｔ処理部７３２は、Ｓ９１０で受信した要求からＩｎｔｅｎｔオブジェクト
を取り出して解析し、Ｉｎｔｅｎｔの処理の実行を開始する。本実施例ではＷｅｂ　Ｉｎ
ｔｅｎｔｓサーバー５２０のＷｅｂアプリケーション７３０は、コンピュータ５３０のＷ
ｅｂブラウザー７５０を介してユーザーと相互作用しながら、Ｉｎｔｅｎｔオブジェクト
に含まれる画像データを共有するサービスを提供する。例えば、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ
サーバー５２０のＷｅｂアプリケーション７３０は、画像データのファイル名の入力と、
その画像データの保存指示とを受け付けるためのＨＴＭＬ文書を作成し、コンピュータ５
３０に送信する。コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、ＨＴＭＬ文書を受信
し、ＵＩを表示する。そして、コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、ユーザ
ーによる保存する指示を検知すると、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５２０のＷｅｂア
プリケーション７３０に、画像データの保存要求を送信する。Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサ
ーバー５２０のＷｅｂアプリケーション７３０は、画像データの保存要求を受信すると、
画像データ管理部７３４が画像データ格納部７３５の画像データ管理テーブル８０３に、
ユーザーに指定されたファイル名で画像データを登録する。
【００８３】
　Ｓ９１２で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５２０のＷｅｂアプリケーション７３０
はＩｎｔｅｎｔの処理が終了すると、処理結果をＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５
１０に伝えるＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔを含む応答を返す。
【００８４】
　Ｓ９１３で、コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０は応答中に含まれるＥＣＭ
ＡＳｃｒｉｐｔを実行し、Ｓ９０５のｓｔａｒｔＡｃｔｉｖｅｔｙ（）関数の引数で指定
されたコールバック関数を呼び出す。例えば、ＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ１０５０であれば、
コールバック関数ｏｎＳｕｃｃｅｓｓ（）を実行する。
【００８５】
　Ｓ９１４で、コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０はコールバック関数によっ
てＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０のＷｅｂアプリケーション７００へ処理結
果を返す。
【００８６】
　Ｓ９１５で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０のＷｅｂアプリケーション７
００のプレゼンテーション部７０３はＩｎｔｅｎｔの処理が終了したことを通知するため
のページである終了ページをＨＴＭＬ文書で作成する。
【００８７】
　Ｓ９１６で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント５１０のＷｅｂアプリケーション７
００のプレゼンテーション部７０３は、通信部７０１を介して、Ｓ９１５で作成した終了
ページをコンピュータ５３０に送信する。
【００８８】
　Ｓ９１７で、コンピュータ５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、Ｓ９１６で受信した終
了ページを表示する。
【００８９】
　以上の処理により、連携するＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに予め訪れることなく、
且つ、連携元であるＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアントが推奨するＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎ
ｔｓサービスを登録することが可能となる。
【００９０】
　［実施例２］
　実施例１では、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアントが推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサ
ービスを特定する情報を、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求に含めることで、ＵＡであるＷｅｂブラ
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ウザーに推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを登録する方法を示した。本実施例では、
Ｉｎｔｅｎｔ処理要求に推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報を含め、Ｗ
ｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの検索を行うことで、ＵＡであるＷｅｂブラウザーに推奨
Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを登録する方法を示す。尚、本実施例では、実施例１と
同じ部分については説明を省略する。
【００９１】
　図１５は、本発明を実施したＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスのシステム構成の一例を
示す図である。Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１５１０、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ
サーバー１５２０は、それぞれ実施例１で説明したＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント
５１０とＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー５２０と同じである。また、コンピュータ１５
３０、Ｆｉｒｅｗａｌｌ１５４０は、実施例１のコンピュータ５３０とＦｉｒｅｗａｌｌ
５４０と同じである。実施例１のシステム構成と異なるのは、さらにサービス検索サーバ
ー１５５０を有する点である。サービス検索サーバー１５５０には、予めＷｅｂ　Ｉｎｔ
ｅｎｔｓサービスを特定する情報が登録されている。サービス検索サーバー１５５０は、
別の機器からの検索要求を受け、登録されているＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの中か
ら検索するサービスを提供する。サービス検索サーバー１５５０の検索を行うサービスは
、例えば、Ｗｅｂブラウザーを提供する企業と同じ企業が提供し、その企業の審査を経た
Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスだけが登録することができるように構成することも考え
られる。尚、サービス検索サーバー１５５０は汎用コンピュータの構成を有しており、ハ
ードウェア構成は図６で説明した構成と同じであるため、説明は省略する。
【００９２】
　図１６（Ａ）は、サービス検索サーバー１５５０のソフトウェア（処理部）の構成の一
例を示す図である。サービス検索サーバー１５５０において、Ｗｅｂアプリケーション１
６００および各処理部は、サービス検索サーバー１５５０のＨＤＤ６０６に保存されたフ
ァイルとして存在する。これらは実行時にＯＳやその各処理部を利用する他の処理部によ
ってＲＡＭ６０２にロードされ実行されるプログラムモジュールである。Ｗｅｂアプリケ
ーション１６００は、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを検索するサービスを提供する。
Ｗｅｂアプリケーション１６００は、ＨＴＴＰリクエストに応答して処理を実行するプロ
グラムとして実装される。Ｗｅｂアプリケーション１６００は、プレゼンテーション部１
６０１、推奨サービス管理部１６０２で構成される。プレゼンテーション部１６０１は、
後述の通信部１６０４を介して、検索要求を受け付け、推奨サービス管理部１６０２に検
索を依頼するソフトウェアモジュールである。また、プレゼンテーション部１６０１は、
通信部１６０４を介して検索結果を検索要求元の外部機器に送信する。推奨サービス管理
部１６０２は、後述のサービス格納部１６０３に登録されているＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ
サービスを特定する情報を取得するソフトウェアモジュールである。サービス格納部１６
０３は、後述のＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル１６５０を管理する。
【００９３】
　図１６（Ｂ）は、サービス検索サーバー１５５０のサービス格納部１６０３が管理する
テーブル構成の一例である。なお、図１６（Ｂ）のテーブル構成は一例であり、本例とは
異なるテーブル構成であってもよい。Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル１６５０
は、Ｗｅｂアプリケーション１６００に登録されているＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービス
の情報を管理する。Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル１６５０で管理する情報は
、ＳｅｒｖｉｃｅＩＤ、ａｃｔｉｏｎ、ｔｙｐｅ、ｈｒｅｆ、ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎ、
ｂａｓｅＵＲＩ、ｖｅｎｄｏｒ等である。ＳｅｒｖｉｃｅＩＤはＷｅｂアプリケーション
１６００内で一意に識別するためのＩＤである。ａｃｔｉｏｎはサービスがどのような機
能、サービスを提供するかを示す情報であり、ｔｙｐｅはａｃｔｉｏｎに対して何を扱え
るかを示している。ｈｒｅｆはＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの相対ＵＲＬを示し、ｔ
ｉｔｌｅはＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスのタイトルを示している。また、ｄｉｓｐｏ
ｓｉｔｉｏｎはＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスがどのように表示されるかを示す。ｂａ
ｓｅＵＲＩはＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの基準となるＵＲＬを示す。また、ｖｅｎ
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ｄｏｒは、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを提供する企業名を示す。
【００９４】
　図１７のシーケンス図を用いて、コンピュータ１５３０がＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクラ
イアン１５１０にアクセスして、コンピュータ１５３０のＷｅｂブラウザー７５０に推奨
Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを登録するまでの動作について説明する。
【００９５】
　まず、コンピュータ１５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、アドレスバーなどにＷｅｂ
　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１５１０のＷｅｂアプリケーション７００のＵＲＬを入力
する等のユーザー操作を受け付けることで以降の処理を開始する。
【００９６】
　Ｓ１７０１で、コンピュータ１５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、通信部７５１を介
してＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１５１０にページの要求をＨＴＴＰのリクエス
トメッセージとして送信する。
【００９７】
　Ｓ１７０２で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１５１０のＷｅｂアプリケーショ
ン７００は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求を含むＨＴＭＬ文書のページの作成を行う。
【００９８】
　ここで、図１８を用いて、Ｓ１７０２において作成するＨＴＭＬ文書に含むＩｎｔｅｎ
ｔ処理要求について説明する。なお、図１８はあくまで一例であり、ＵＡであるＷｅｂブ
ラウザー７５０が解釈できれば、他の形式、表記でよい。１８００はＥＣＭＡＳｃｒｉｐ
ｔである。１８０１はｓｅａｒｃｈであり、その内部には推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサ
ービスに関連する情報１８０２を記載する。推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連
する情報１８０２は、ｖｅｎｄｏｒ、ｔｉｔｌｅ等である。ｖｅｎｄｏｒは、推奨Ｗｅｂ
　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを提供する企業名であり、ｔｉｔｌｅは推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅ
ｎｔｓサービスのタイトルである。ｖｅｎｄｏｒ、ｔｉｔｌｅなどの企業名やタイトルは
そのすべてを記載する必要はなく、一部のみを記載するようにしてもよい。例えば、推奨
Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報１８０２のｖｅｎｄｏｒは、ｖｅｎｄｏ
ｒ＿ａであり、ｔｉｔｌｅはａａａである。そのため、後述する検索処理では、ベンダー
がｖｅｎｄｏｒ＿ａであり、且つ、ａａａを含むタイトルであるＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓ
サービスを検索する。尚、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報１８０２
はｖｅｎｄｏｒ、ｔｉｔｌｅ以外の情報をさらに記載してもよいし、逆により少ない情報
のみを記載するのでもよい。推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報１８０
２により多い情報を記載することで、検索結果の数を絞ることができる。これら推奨Ｗｅ
ｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報は、推奨サービス管理部７０４が予めプログ
ラム内で保持しているものとする。尚、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する
情報１８０２はデータベースサービス部７０６に別途テーブルを用意し、データベースサ
ービス部７０６で管理するように構成してもよい。
【００９９】
　１８０３はｅｘｔｒａであり、その内部には、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを
特定する情報１８０４を記載する。推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを特定する情報
１８０４は、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを特定する情報１０５２と同じである
為、説明は省略する。尚、後述するが、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを特定する
情報１８０４は、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報１８０２で推奨Ｗ
ｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスが検索できなかったときに使用する情報である。本例では
ｓｅａｒｃｈ１８０１、ｅｘｔｒａ１８０３を記載しているが両方とも記載されていなく
ても、どちらかだけが記載されていればよい。
【０１００】
　図１７の説明に戻る。
【０１０１】
　Ｓ１７０３で、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント１５１０のＷｅｂアプリケーショ
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ン７００は、Ｓ１７０２で作成したページをＨＴＴＰのレスポンスメッセージとして送信
する。
【０１０２】
　Ｓ１７０４で、コンピュータ１５３０のＷｅｂブラウザー７５０の表示部７５２は、受
信したページを表示する。尚、Ｓ１７０４で表示するページのＵＩの一例は図１１で説明
したＵＩ１１００と同じである。
【０１０３】
　Ｓ１７０５で、Ｗｅｂブラウザー７５０の解析部７５３は、ＥＣＭＡＳｃｒｉｐｔ１８
００を解析し、実行を開始する。
【０１０４】
　Ｓ１７０６からＳ１７０８までの処理は、それぞれＳ９０６からＳ９０８までの処理と
同じである。
【０１０５】
　Ｓ１７０９で、コンピュータ１５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、サービス検索サー
バー１５５０と連携し、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスの検索を行う。
【０１０６】
　ここで、図１９のフローチャートを用いて、Ｓ１７０９でのコンピュータ１５３０のＷ
ｅｂブラウザー７５０とサービス検索サーバー１５５０のＷｅｂアプリケーション１６０
０の処理について説明する。
【０１０７】
　Ｓ１９０１で、Ｗｅｂブラウザー７５０の解析部７５３は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求に、
推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報が含まれるかを判断する。含まれる
場合は、Ｓ１９０２に遷移する。含まれていない場合は、Ｓ１９０７に遷移する。
【０１０８】
　Ｓ１９０２で、Ｗｅｂブラウザー７５０のサービス管理部７５４は、検索要求を作成し
てＳ１９０３に遷移する。より具体的にはＷｅｂブラウザー７５０の解析部７５３は、Ｉ
ｎｔｅｎｔオブジェクトから推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報とａｃ
ｔｉｏｎとｔｙｐｅを抽出し、サービス管理部７５４に通知する。サービス管理部７５４
は、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報とａｃｔｉｏｎとｔｙｐｅを含
んだ検索要求を作成する。
【０１０９】
　Ｓ１９０３で、Ｗｅｂブラウザー７５０のサービス管理部７５４は、通信部７５１を介
して、Ｓ１９０２で作成した検索要求を、サービス検索サーバー１５５０のＷｅｂアプリ
ケーション１６００に送信して、Ｓ１９０４に遷移する。
【０１１０】
　Ｓ１９０４で、Ｗｅｂブラウザー７５０のサービス管理部７５４は、通信部７５１を介
してＷｅｂアプリケーション１６００から検索結果を受信したかを監視する。検索結果を
受信した場合は、Ｓ１９０５に遷移する。検索結果を受信していない間、監視を続ける。
【０１１１】
　Ｓ１９０５で、Ｗｅｂブラウザー７５０のサービス管理部７５４は、Ｓ１９０４で受信
した検索結果が１件以上あるかを判断する。検索結果が１件以上ある場合はフローチャー
トの処理を終了する。尚、この検索結果に含まれる情報で特定されるＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎ
ｔｓサービスが推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスとなる。検索結果が１件もない場合
は、Ｓ１９０６に遷移する。
【０１１２】
　Ｓ１９０６で、Ｗｅｂブラウザー７５０の解析部７５３は、Ｉｎｔｅｎｔ処理要求に含
まれる推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを特定する情報を抽出し、フローチャートの
処理を終了する。尚、Ｓ１９０６で抽出した情報で特定されるＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサ
ービスが推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスとなる。
【０１１３】
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　Ｓ１９５１で、サービス検索サーバー１５５０のプレゼンテーション部１６０１は、通
信部を介して検索要求を受信したかを監視する。検索要求を受信した場合は、Ｓ１９５２
に遷移する。検索要求を受信していない間、監視を続ける。
【０１１４】
　Ｓ１９５２で、サービス検索サーバー１５５０の推奨サービス管理部１６０２は、検索
要求に含まれる情報を用いて、サービス格納部１６０３からＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサー
ビスを特定する情報を取得し、Ｓ１９５３に遷移する。より詳細には、推奨サービス管理
部１６０２は、検索要求から、ａｃｔｉｏｎ、ｔｙｐｅ、推奨Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサ
ービスに関連する情報を抽出する。そして、推奨サービス管理部１６０２は検索要求から
抽出した情報に合致するＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを特定する情報を、サービス格
納部１６０３のＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービステーブル１６５０から取得する。例えば
、ａｃｔｉｏｎがｓｈａｒｅであり、ｔｙｐｅがｉｍａｇｅ／ｊｐｅｇであり、推奨Ｗｅ
ｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスに関連する情報のｖｅｎｄｏｒがｖｅｎｄｏｒ＿ａａａで、
ｔｉｔｌｅがａａａの場合について説明する。この場合、Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービ
ステーブル１６５０であれば、Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＩＤが４と５であるＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎ
ｔｓサービスが見つかる。そして、Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＩＤが４と５であるＷｅｂ　Ｉｎｔ
ｅｎｔｓサービスを特定する情報を検索結果とする。
【０１１５】
　Ｓ１９５３で、推奨サービス管理部１６０２は、Ｓ１９５２で検索した検索結果を、通
信部を介して、コンピュータ１５３０のＷｅｂブラウザー７５０に送信してフローチャー
トの処理を終了する。
【０１１６】
　以上が、Ｓ１７０９における検索処理の動作である。
【０１１７】
　次にＳ１７１０で、コンピュータ１５３０のＷｅｂブラウザー７５０は、Ｗｅｂ　Ｉｎ
ｔｅｎｔｓサービスの登録処理を行う。尚、Ｓ１７１０の登録処理の例は図１２乃至図１
４で説明した処理と同じであるため、省略する。また、Ｓ１７１０での登録処理後の、Ｉ
ｎｔｅｎｔ処理する動作の例は、Ｓ９１０からＳ９１７と同様である為説明を省略する。
【０１１８】
　以上の処理により、サービス検索サーバーを有したシステム構成においても、連携元で
あるＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアントが推奨するＷｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサービスを
登録することが可能となる。
【０１１９】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【０１２０】
　５１０　Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓクライアント
　５２０　Ｗｅｂ　Ｉｎｔｅｎｔｓサーバー
　５３０　コンピュータ
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